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富士山麓地域における水文環境の諸問題

北川　光雄　 （静岡英和短

　 ［概要］

　1965年に静岡県は ［富士 山および岳南地域の 防災上の 諸問題］と題す る報告書を刊

行 して い る．こ れは当時 ， 静隧県が県内を地域別に 自然環境 と災害に関して 調査 した

防災地学調査報告書の 1分冊で ある。そ れは 災害対策基本法に定められた災害の防止

の た め の 基礎資料と して ，地域の 防災に関する諸問題を多面的に提起して い る 貴重な

報告書であ り，
30年を繰渦 した今 日で も地域資料と し て 利活用されて い る 。

　静岡県における総合開発計画は 1948年に計画され た大井川の 総合開発に その 端を発

するが，1950年施行の 国土総合開発法に基づ い て進 め られ ， 電源開発と食糧増 産がお

もな事業内容で ，い わゆ る天然自然資源開発型 で あ っ た e しか し，1960駕代か らは国

の 高度成長政策とあ い ま っ て ， 重化学工 業を主 とす る産業基盤整嫻事業へ と変化して

い つ た 。そ して ，1961年 に策定 された静岡県第六 次総合開発計画は
，

1962年に策定さ

オ，た區の全国総含開発計画に呼応する開発計画であ り， 静岡県が工業立県をめ ざす 計

画であ っ た。さらに ， 1963年には東駿河湾地域が工 業整備特別地域に指定された 。

　こ の ような時代的背景の もとにあ っ て ， zall：山周辺や岳南地帯における都市化や工

業化が 進行 した時 に ， 予想 され る公害や 災害に対 して安全性が確保で きるか どうか と

い う課題もふ くめて ， 上 記の 調査が実施されて きた と い える 。 また ， こ の 岳南地域
一一

帯の 防 災地学的な特質の ひ とつ は ， 背後の富士山に関係する 虚然 災害の課題であ る 。

窟†山の 火山活動 に伴う爆発の 問題は ともか くと して ， 田子の 浦港に流入する潤井川

の源流 にあたる冨士西斜面の 大沢崩れ の 崩嶼地の 影響 ， また ， 土砂の 運搬と堆積によ

る港湾内の 障害な どがあげられて い る。また ， 駿河湾沿岸部の 浮島ケ原
一一・ewの低地は

い わ ゆ る軟弱地盤の 地域で あ り， 土地利用や水利用の 進展に ともな っ て地盤沈下やそ

れに関連する 災害 ， 地下水の揚水量の 増大に と もな う水文環境の変貌が予想されて い

る。そして
， それ らに対する防災面で の 指摘も報告書にお い て な され て い る。

　とこ ろ で ， そ の 後約30年を経過した 今 日， そこ で取 り上 げられた地域の安全性と い

う課題 に 対 して 行政的に ．また
， 地域の 動きとして どのよ うな対策が考えられ ， 対処

されて きたか に つ い て ふ りかえ る必要がある。そ こ で ，その 働きが どの よ うな効果を

発揮し ， さ らに ， どの よ うな新しい 問題が発生 して地域の 課題にな っ てきて い るか
，

などに っ い て経緯をふ まえて検読を試み た。閇題領域が 多岐に わた るた め に全地域 を

対 象と して全容を把握す る こ とは 困難 で ある ので ，本文で は水文環境を中心 と した地

域紹介をかねた記載に と どまっ たが ， 今後も こ の 作業を継続して い きた い 。
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富士山麓地域に おける 水文環境の諸問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北川　光雄 （静岡英和短大）

（1）は じめに

　概要の とこ ろで問題の 所在 と記載の 目的は記 した。富士山麓 とい う特異な舞台の．1

に生起 してい る生活と生産や災害などをも とに ， 地域の保全をめ ざす実践と試みに つ

い て
， 自然と人間との 関わりを水問題を柱に して 地域紹介の かたちで 述べ て み た い

。

（2）水災害 （A ）一大沢崩れ一

　水災害の事例として ， まず ， 大沢崩れをと りあげたい 。

一般に ［大沢崩れ］とよば

れて い る谷は冨士西斜面に発達する放射状の侵食谷の ひとつ で ， 形態的には山頂付近

か ら山麓ま で連続する水系をも っ てい る 。 大沢川は 1⊥儷 で 潤井川に合流して駿河湾に

注ぐ河川で ある 。 洪水時に は多量の 土砂を運搬して河床が上殍し氾濫の 原圀となる し

用水跳を閉塞する被害もみ られる 。 また ， 1957年に着工 し1970年に完成 した田子の浦

港内へ の 土砂流入の 影響もあ っ て大沢崩れの 砂防対策事業が進行した経緯もある ． そ

の 源流部の 大崩壊地が大沢崩れで あ り ， 剣が峰北方の 稜線直下から標ma2200m付近ま

で の長さalkm 最大幅500m， 深さ150m
， 面積 1k♂

，にお よぶ 大崩壌地の 部分 である 。

谷壁斜面には火山砕屑物の ス コ リア層と玄武岩質溶岩と の 互層が露出し
， 崩壊によ る

砂礫の 生産地域で，融雪期や豪雨時には土石流的に下流に運ばれて い る 。

　標高500−600mか らgoemのあた りが大沢の扇状地で約 5　kif の 広さで展開して い る 。

扇状地の 土砂は ， 降水時には 移動して 二次的な災害をもた らす潜在的な性質をもっ て

い る と い える 。 大沢川は平常は涸れ谷で あるが降水時に増水し河相の 変化が著 しい 。

　 こ の大沢崩れの 崩壊 と 自然災害とに対す る対策が地域保全の た めに約30年にわた っ

て継続されて きたが
，
19　57年に静岡県が ［富士山大沢崩れ対策委員会］を設置し した

の がその 出発であつ た。富士山麓地域の開発と土地利用の高度化は静岡県第六 次総合

開発計闘の 重要諜題で あ り， その達成の ために大沢崩れの 砂防対策は必至で あっ た 。

1967年に な っ て政府与党連絡会議に おける ［富士 山の大沢崩れが激しく ， その姿が変

わ りつ つ ある］と の 山梨県知事の 発言をうけて ．建設雀に ［大沢崩れ 対策懇談会］が

設けられ ， 1968年に直轄砂防調査の 開始 ，
1970年に富士砂防工事事務所の 開設，1982

年か らは 床固工 や流路工 などの扇状地対策か ら源頭部調査の 工 嘉に着手 し，周辺の 山

麓野渓対策とともに砂防事業が継続中である 。

　 1972年に は 5月初旬か ら4回にわた っ て ：ヒ石流が発生 し， その 被簪は扇状地末端地

域では土砂の堆積による耕地や家屋の埋没 ， 河床の上昇 ， 低地の 氾濫 ， 田子の浦港内

の土砂堆積な どで あ っ た 。 また ，富士山の 災害 と して は特色の ある雪代災害 とも い わ

れる液状雪崩が あ り ， 高位置で 発生した 雪崩が多量の 岩塊や倒木をまき こ みながS：非

常に早い速度で 山箇に達する現象で大きな被害を与える場合が多い
。 1991年11月の 事

例で は数時間の間に約25万m3 の 土砂が 土石流で運ばれてい る し，
1992年12月にも異常

な暖か さと い う気象条件の 時に岩屑流が発生 して い る 。
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（3）水災害 （B ）一大場川の 水害一

　1990年 9 月15日15時20分頃 ， 三島市文教町を流れる狩野川の支流大場川の 護岸がえ

ぐられ ， 川べ りの アパ ー トと住宅が濁流にの みこ まれ る災害が発生した。大場川が曲

流して い る箇所で高さ約 3m の石横み の 護岸は約50rnにわた っ て崩れ落ちた 。 また ，

その 下流の 上神川橋， 月見橋な ども流出した 。 被害状況は ，
こ の 流失家屋の ほか ， 三

島市で床上浸水 102 戸，床下浸水329 戸 ， 崖崩れ 11箇所 ， 田畑の 冠水 13haで あ っ た。

　この被害をもたらした原国の爾 は ， 台風 19号に刺激された秋雨前線に よる集 申豪雨

で陥水量は 14日午後 9時か ら i5「1同時刻までに箱根で 288  ， 三島123馳m を記録して

い る 。 また ， 9 月15日午前 1時か ら16日午後 2時まで の 三 島の総雨量は 161  ， 最大

時間雨量54．5nvn（午後 1時 へ 2時），
上流の 裾野市で は総雨量259mm

， 最大時聞雨量

81mm（午前11時〜12時）を記録し，気象庁の 解説では 1 Oo年に 1度の 確率L．され る異

常獄筒地的豪雨と して いる 。 そ して ， 三勘で は 9月13日か ら14日にかけて総雨量133

nm ，最大時間雨量54  の観測して い て檳算量は高くな っ て い る 。 また
，

上流の裾野や

箱根山地の局地的な降水量の 多か っ たこ とも被害を大き くした原因とな っ て い る。そ

の こ とは ， 前年の 1989年 7 月29日に も午前中の 雨景197【 
， 最大時間雨量は三 島測候

所観測曳上最商の 81．5mtPを記録レ ， 被害も床上浸水49，床下浸水331 ，崖崩れ39箇所

で あ っ たが， 大場川の 護岸決壌は発生はみられなか っ た 。

　こ の よ うな 異常な 降水量 ととも に こ の 災害で 問題に な っ たこ との ひ とつ は ， 大場川

流域に おける 土地利用の 変化の影響で あ っ た。一
般に宅地造成や ゴル フ場などの開発

は 自然か ら 入工の地表へ と被覆状況を変え ， 雨水浸透能力や水の 保水能 力を減 少させ

て しまう の で ， 斎 の結果 として 水循環の 変化が・・
時的な流出量の 増大、洪水伝播速度

の増大などの 現象 とな っ て現 われ る とい う図式があ る 。 また ， 中小河川の 河川改修に

ともな う排水の速度の 変化も要因 と して指摘され て い る 。 大場川流域に おける 自然状

態か ら人工改変地 へ の変化の実態に つ い て の 定量的な資料と水害と の 関係の検討は今

後の 課題 で あ る が
，

i の 地域て は箱根山麓の 丘陵地が宅地造成に よっ て改変された ほ

か ．
こ の

・一一■般ts）t，；理 解にあてはまる事例は多い
。 現在 ，

　
t
裾野市の 箱根山麓に計画され

て い るゴル フ 場開発に対する地域の反対運動も こ の よ うな水害の 被害が再び発生 しな

い ように との虫張の も とに 行なわれて い る事例があ る ，

　 tg65年の報告書にお い て 予想され る 災害を原因別にみて ， 襃雨の 発生 した場合につ

い て は山地の崩壊 ， 地す べ り， 低地の 湛水など土地条件の 違 い に よる 自然災害の 予測

にと どま り，丘陵や山地の 人工改変に よる影響に つ い ての iiM はみ られな い
。 また，

水害の原因となる降水愀の規模につ い ては1958年の 狩野川台風の 降水量を既往の 事例

として予測 の基準 と して い る、一1976年 の 箱根山西麓調査報告書に よる と ， 大場川流域

の流出率は山地部で 0．80， 平地部で O．60， 平均O． 78で比流量5．7試ノs！kmZと算出され

て い る ． 現況流量28伽 3
／s 高水計画の 流量配分で は山田川合流点 まで で 430】♂／s と計

函 され て い るが ， 局地的な水災害発生に対 して は 各流域ご と の 環境変化に ともなう管

理計画の樹立が必要である 。
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（4 ）地下水利用に関する問題

　静岡県の岳南地域は地場産業 とい う歴史的背景と豊富な水資源 と い う自然的条件の

もとに用水型工 業のパ ル プ紙製造工 業を発達させ て きた 。 そ して典型的な地下水利用

を基盤にした工 業地域を形成して きた。jg62年の 工業用水統計表に よる と ， 都道府県

別の地下水使用量において静岡県が第
一位で全国 の 18％をしめて い る 。 その うち岳南

地域をふ くむ駿河湾岸地区の 使用地下水量は 日量約170 励7に お よび ，
こ の 量は全国

第 二位の 東京都よ り約50万爺多い 量で あ る。また，当時，岳南地域の工 業用水使用畳

の約80％は地下水によっ て 供給 されて い た 。

　1967年の 調査 （肥田1969）によると ， 日揚水量500m3以上の 井戸が433 本あ り，な

かには 日揚水量が8000mコ以上 の井戸が 5 本あ っ て地下水の豊富さを示して い る。 井戸

の深さは最大200rnで あるが ， 90〜 110mの範囲の もの が多い
。 また

， 井戸の 設置年代に

つ い て み る と1950−1960年に激増 し大昭和製紙 ， 旭化成 （1957年操業開始）などで揚

水機能の 高い 井戸が掘 られ ， 水利施設が拡大したため に地下水の バラ ンス が くずれ ，

自噴井の 減少 ， 湧水の涸渇があ らわれ ，
1961年以降 ，

工 業用水の 需要量が高ま る に し

たが っ て ，地下水の水位低下 ， 塩水化な ど水質の変化も加えてそ の 障害が面積的にも

拡大 し， 顕著にな っ て きた 。 こ の よ うな状況の も とに ， それ まで全 く疑われなか っ た

地下水利用の 安全性と安定供給が崩壊 して しま つ た と い える ．

　 それ らの 障害に対する措置と して企業は耐用年数が減少した り ， 塩水化で廃止 した

井戸にかわる新規の井戸を構外井として掘削す るこ と ， 水源を深層の 地下水に依存す

る井戸を掘削する ように な っ て きたこ とで対応 した。こ の こ とは用水の 送水費や設置

費の増加とな っ て付加され地下水 コ ス トの上昇に影響し， 安価で 安定 した地下水事情

も急激な経済の 高度成長による用水霈要の 増大の た めに転機をむ か えた 。

　 とこ ろ で ，
こ の 地域の地下水の 帯水層は難透 水届である 古窟士集塊岩質泥流層の E

にの る新富士溶岩流や河川の堆積物か らな部分で ，
こ の 帯水層へ の 地下水涵養量は富

士溶岩か ら供給 されるもの が H量約 70万 m3 冨士川 や潤井川か ら の も の が 日量約約40

万m

’
3
合計110万m3 と推定 して い る （池田ほか1957） 。 これに対 して ，

こ の 地域 からの

地下水揚水量は 日量で 1955−56 年に 80万ml
，
1965年に は 126 万m3

，
1967年に は i40万記

と い う値となり ， 供給量に対して い かに過剰な揚水量であ っ たかが しられる 。 なお ，

1965年に実施された通産省の 岳南地域地下水利用適1E化調査で は 地下水の 日流動量の

127．　5万m3 に対して適正取水量を， 89万m3 として い る。それに して も供給量をは るか

に上まわる取水が継続 して お り ， 地下水環境の 安全性を破壤 してたきたこ とになる 。

　 具体的な地下水位の 低下の 事例と して 1965年の報告書では吉原市第一
水源の 水位変

動が1956年か ら1959年頃までは年間5−10cmの 低下であっ たのが，互960年からは年聞70
−80cm と急激に低下 して い る。また塩水化に つ い て は鮫島水道水源井の 事例が紹介さ

れて い るが ， それによる と，1956年 7 月の C1含有量は8．16ppmで 1960年 5月までは ほ

ぼ同程度の数値で あっ が1960年 12月13日には151．16ppm，12月23日には 456．7p；：m ，
1961

年 5 月31日には7256．748ppm と い う値を示して い る 。 1960年 9月と い う時はちょ うど
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田子の浦港の開削の時と一
致する。こ の急激な変化の あと ， 塩水化は 内陸に進入して

そ の範囲は拡大 し濃度も異常に 高くな っ て
， 被害は甚大で あ っ た 。

　1965年の調査報告霤におい て 開発に伴う自然災害の 防災上 の 問題と して ，
こ のよ う

な地下水の 過剰用水 によ る 障害をあげて い る 。
こ れまで ， 岳南地域は水資源の豊富さ

と容易に取水できるこ とか ら地下水 へ の依存度は高 く． 湧水の利用も含め て 潤沢に水

を利用す る生活 ， 生産形態が成立 して い た 。 しか し，
1960年夏から前述の よ うに田子

の 浦港周辺の 井戸水の 塩水化現象が衷面化した
。

これは
， 田子の浦港の開肖IIによ る海

水の進入や地下水の 過剰用水による水位低下な どが複合的に作用した結果と して あ ら

われた現象と考え られる 。 そ して ， 同時期に塩水化 と ともに地下水の 水位低下 ， 湧水

の涸渇化， 自噴井の非自噴化な ども広域的に進行 し，地下水障害が問題 とな っ た。

　これ らの 障害がさ らに進行す る と ， 社会的には豊富な地下水を工業立地の 基盤に し

て い た 用水型工 業の 存続が危ぶ まれる こ とになる し ， 自然的には地下水の 過剰用水に

よ っ て軟弱な地層の 圧密 化がおこ り ， 地盤沈下 と い う土地条件の悪化の恐れも懸念さ

れる ようにな っ て きた 。
こ の ような状況に対す る対策として ， 揚水量 の規制と用水源

を地下水か ら衷流水へ の転換と い う方法がすすめ られた。

　揚水量の 規制に関しては ，
1967年に岳南地域地下水利用対策協議会が設立され ， 採

取量を現状におさえて 深層地下水を開発す る こ と ， 水需要の 増大に対処して水の再使

用の 合理化 をはか るこ となどが とりきめ られた 。 こ の 背景と して は ，
1965年に通産 省

で 実施 された岳南地域地下水利用適正化調査が あつ た 。 さらに静岡県では 1971年に ［

地下水の採取の適正化に関す る条例コを施行．1975年に はこれ を改訂 して ［静岡県地

下水の採取に関す る条例］を施行して ， 採取量等 の適正化 ， 水利用の合理化，他水源

へ の 転換等をは か つ て
， 地下水障害の除去や保全をはかる対策を推進 して きた 。 近年

は地下水涵養に つ い て の 課題 もと りあげ ， 1988年の ［静岡県土 地利用事業の 適正化に

関する指導要綱］の改訂の時に ［水資源の 確保を図るため
， 地下水涵養機能の保持に

配慮す る こ と］を追加 した り ， 1994年の改訂の 時に は ［浸透施設の 設置等に よ り
， 地

下水の涵養機能の保持に配慮する こ と］を定めた規定 を追加す るな ど行政的 に地下水

涵養に対して指導をお こな っ て い る
。

　また ， 工 業用水源を地下水か ら表流水を水源とす る工 業用水道に転換する仕事は静

岡県の 企業局による公営企業とし て 進め られて きたが ， 1966年には富士川工 業用水道

よ りの 給水が始まり，
1966年に建設を着手した 束駿河湾工 業用水道 は1971年 12月には

一
部給水 を開始した 。 1973年には 日量60万m3の 工 業用水を給水し ． 水源転換の企業を

増やす とともに新規の 井戸の さ く井の 制限を強化 して地下水の 保全につ とめ ， 1993年
には富士市のみ で 日供給量約72万m3 とな っ て い る 。 また ， 水利用の合理化に関して は

工 業用水使用量の うち 回収水の 比率 を高め る努力がすすめ られ ， 富士市の 場合 ，
1967

年に は IO．5％であ っ たが ， 1975年には25．1％， 1993年には42．　O°leに達して い る 。

　肥田登 （1969）工 業用水 と しての 地下 水利用に つ い て　地理評　42248 −265

　池田喜代治ほか （1957）静岡県岳南地域工 業用水源調査報告　地調月報　7−6
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（5）湧水の 保全

　冨士山体の 水収支区分による と， 高度800m以下の 山麓地帯は豊水性の 山麓湧泉帯と

位置づ けられ て い る （山本1970）。 湧水地点は地下水の 露頭 ともいわれるが
， 溶岩流

末端部の傾斜の変換部か らの湧出， 扇状地性堆積物申の地下水の 湧出 ， 難透水層の 古

富士泥流層に 由来して湧出するものな どに分類で きる 。 また ， 湧出状況にして も谷頭

や谷壁 ， 露出して い る溶岩の 亀裂 ， 地層の境界など多様であ る。富士山麓の 湧水は 河

川水の涵養源とも なる 。 水質 ， 水量 ともに安定 した湧水は生活用水 ， 東麓の御殿場や

小山で はワ サ ビや水田の農業用水， 南麓の富士市では 工 業用水， 西麓の冨士宮で は漁

業用水など ， 地域的にその利用は特色があ り ， 近年は親水用水と しての 役割もあ る。

　山麓に点在す る湧水地の地点数を確定するこ とは困難で あるが北麓に26地点 ， 東麓

に94地点 ， 西及び南麓に57地点 ， 合計177 地点の分布が示されて い る （山本1992）。

しか し ， この なかに は現在溷渇 して い るもの もあ り，状況の 変動は大きい 。1965年の

報告書にお い ても湧水の 澗渇化が 問題とな っ て い て ， 当時の冨 士 と吉原地区にお い て

過去に湧水の あ っ たもの32地点 ， 現在湧水の あるもの 26地点 とな っ て い る。和田川の

水源 で あ り三 日町浅間神社の 湧水も 1949年頃から滅少 ，
1958年には涸渇して い る 。 こ

れらは 1955年以降の工 場の増加した地域と湧水の 溷渇した地城と の 関係が深く
． 当時

の製紙工場の取水方法は地下水を揚水するよりも湧水や 自噴水を容易に取水 して い た

とい われる 。 また ， 工 場の操業時と湧水量の増減との相関は ， 異常な地下水や湧水の

取水が原因であ る こ とを示 して い る 。 須津で はそ の 南部の 浮島低地の 排水事業の 影響

も指摘されて い る。 こ の ようなこ とか ら，地域全体の 水循環や水利用の 実態 を把握 の

うえで水資源の 有効利用や安全管理が図られねばならない が ， 当時は継続的な観測体

制の 整備が求め られて い るにすぎな い し ， 現在で も湧水地の 保全対策は十分で な い 。

　富士山麓の湧水量の減少傾向は各地で表面化してきた 。 た とえば ， 富士山西麓の 猪

の 頭一帯は
， 静岡県の資料によ る と1955年当時 ， 日量約52万m3 の 湧水量が記録されて

い る。しか し，1991年11月の 増水時の 測定結果で も 日量約22万m3 と1955年当時の 半分
．

に もみたない 。こ の 地域の湧水は芝 川の 水源とな リ ， 漁業， 発電 ， 農業用水源とな る

が ， これより上流地域で地下水が大量に取水されて い る こ とはな く， 降水量や地下水

系の 変化などの 自然環境の 変化に よる湧水量の 減少を推定する材料に も とぼし い 。

　また ，
三 島市の 楽寿園小浜池の 水は三 島溶岩中の 地下水に よ る湧水で 涵養されて い

たが ， 1958年頃から水量の減少があ らわれ ，
1962年 3月には水がはじめて涸渇して し

ま っ た 。 その後小浜池の 状況 は急速 に悪化 し， 最近では水が池に全 くみ られ ない 日数

が1992年には179 目， 1993年には186日とな っ て い る 。 減少の 時期は この 地下水脈の

上流に用水型の 工 場が立地し， 大量の 揚水の 始ま っ た時とほほ
一
致 し

， 市内の井戸の

多 くも使用不能の 事態をもた ら した 。 そ の た めさ まざ まな 婁員会や検討会を設置 して

対策を講 じて い るが い ま の ところ湧水の 自然回復の 実はあが っ て いな い 。

山本荘毅 （1970）富士山の水文学的研究一火山体の 水文学序説一　地理評　43−5

山本荘毅 （1992）富士山は ゆたかな湧き水の宝庫であ る　 ［富士 山］駈収　同文書院
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（6 ）水循環 と地域特性

　ある地域に安定した水を供給する た めには ， その 地域における水循環と水収支 とを

適確に把握 して おく必要がある。そ して ， 地域の 自然的， 社会的環境の変化に伴う水

の挙動を理解する こ とが水を主題 とす る安全性の確保の前提となるで あろう。 富士山

東斜面と箱根西斜面の 水を集め なが ら南流 して狩野川に合流す る黄瀬川流域は多様な

水問題をかかえて きた地域であ り，流域の 防災と安全性に つ い て考えて みた い 。

　富士山東麓はその 地質的条件に よ っ て 大別する と ， 火山山麓扇状地性 の御殿場泥流

層か らな る地域と滝ケ原の 火山砂礫や大野原の 溶岩原か らなる火山裾野の地域にわ け

られ土地利用や水の在 り方に相違がある。土地利用の特色 と して は基地や演習場と し

て 長年にわた っ て 使用され て きてお り ， 地形的には緩斜画 を刻む ガリ
ー
状の谷が人為

的要因も含め て発達 して お り，土壌侵食と渓流の荒廃が 1965年の 報告書でも指摘され

て い た 。 裾野の ガリーは常時は水流がないが豪雨時に は
一

時的な激流となり，侵食の

強度や運搬土砂も多量に な る め に 基地の補償と して 用沢川ダム ， 東富士ダム など防災

ダム として建設 されて きた 。 また ， こ の 地域は ゴル フ 場の 開発にともな っ て 芝生の 生

産地域とな り ， 従来の 水田や基地補償で新規開田 した水田の多 くが芝生の栽培地に転

換した が．その こ とが水循環の 変動に与える影響も課題 となる 。

　黄瀬川は箱根山地と愛鷹山地の裾合谷を南流し溶岩流に規制された流路をとる。河

川水の 揚水が困難であ っ たため に箱根芦 ノ湖か らの 深良用水に よ っ て水田化をはか っ

た歴 史をも っ て い る。また ，
三島溶 岩は透水性が高い の で溶岩層間の 間隙や空洞は帯

水層 とな り ， 多量の地下水が場所に よ っ ては比較的早 い速度で流下するの で ， 地下川

ともよばれて い る 。 そ して ， その 末端で は三 島の 湧水や柿田川 の 湧水とな っ て多量の

水を供給 し，恵まれた 水辺景観 を提供してきた 。 しか し， その 湧出量は減少傾向をた

ど り
， 質的にも不純物 の 灑入が検出された り して ， 1988年には保全の ため 匚柿田川み

どりの トラ ス ト委員会］の 発足をみ て い る 。

　黄瀬川流域には水の 安全性をそこ なう要因として の観光施設や ゴル フ場の 開発が 急

激に進行 した 。 1980年に 開園した冨士サ フ ァ り一パ ーク の場合 には連絡協議 会を設置

して観測井で水質検査の 共同立入調査を継続 して い る 。
コ ル フ 場も小山，御殿場， 裾

野，長泉，
三島など流域の 5市町の 合計で27箇所 ， 1822haの 面積 をしめ

，
こ れは県全

体の ゴル フ 場面積の 約20％に相当する n ゴル フ 場の 水汚染へ の 影響は農薬や肥料の 散

布による汚染源の地下浸透で あ リ ， その対策は行政的に要綱や指針で対応 して い る 。

　御殿場市か ら三 島市に い た る黄瀬川ぞ い の 地域は豊富な地下水をもとに多くの工 場

が立地して都市化が進み，人口も増大した。人口増加をみ る と 1970年か ら1990年の 間

に御殿場で 1．77倍 ， 裾野で 2． 24倍 ， 長泉で2．14倍 ， 三 島で 1．70倍とな り， 普及率がほ

ぼ 100％に達 して い る 水道水源 の ほ とん どは地下水依存あ り， 地下水の水位変動に伴

う需給計画の 検討が将来 的な地域の 課題 として重要である 。 三 島市で は市民の 節水思

想と ともに造水実践の 試みと して ，また ， 水資源確保の ため に雨水の 貯留や浸透に よ

っ て 水を確保 し ， 利用を考える運動が行政 との協 力ですす め られ て い る。
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（7）期待さ れる水環境

　芦田 （1994）は好まし い 水環境をもつ 川へ の期待として
， 安全な川 ， きれ いな水を

十分供給 して くれる川 ， 豊かな緑と清浄な水に よ っ て美しい景観作り出す川 ， 親水空

間やレ ク リエ ーシ ョ ン の 場を提供して くれる川 ， 水を中心 として育まれて きた文化を

継 承発展させ る こと ， 生態系豊かな川 ， の 6項 目をあげて い る 。
こ の こ とは川に限ら

ず地下水にも湧水にもあて はめて考えられる願 い で もある 。 そ して ， こ の よ うな環境

が水と人間と の関係で 具体化 した時に地域の安全が形成されて くる筈である 。

　こ れ まで紹介して きたよ うに富士山をとりまく河川 には不安定な状況が多い が ， そ

れは河川のもつ 自然的特性と ともに地域 の理解が不十分であ つ た入々 の 責任の ため に

生起した結果でもあ っ た。予想をこ える 自然現象の 発生規模が災害の たびに更新され

るが ， や は リ従来の事例をも とに した 災害履歴の 検討が基本的な作業であ ろ う。

　きれ いな水に関して は地下水汚染が問題であ る 。 1989年には 2 月に清水町柿田川湧

水か ら
，
9 月には沼津市片浜の民家の 井戸から ， 有機塩素系溶剤 トリク ロ ロ エ チ レン

やテ トラクロ ロ エ チレ ンな どが検出され た こ とが報 じられた 。 さらに
， 富士市 ， 富士

宮 市湧玉池湧水 ， 御殿場市な ど各地で 地下水汚染が報道された 。
これ は同年10月から

水質汚濁防止法か改正され ， 有機溶剤が有害物質に指定されるため の 水質調査の結果

として判明したことでもあ っ た 。 その 汚染源や汚染経路につ いては いずれ も確定した

報道記事はない が
， 法改正とい う機会がなければ こ れ らは知られ な い状態で あ っ た。

　1990年10月田子の浦港に流入する製紙工場排水か らダイオ キシ ン5．3pptが検出され

た 。
パ ルプ紙の製造工 場の 製造工程におい て多くの化学物質が副産物と して 生成され

るが
，

ダイオキシ ン はとくに毒性の強 い 物質と して知られる 。 検出された ダイオ キシ

ンの量は人の健康に影響を及ぼさなない と評価 されて い るが ， 環境保全 と排出防止を

図るため 富士市で は対策協議会を組織 し， 対策指針を策定して きたがその経緯に つ い

て は ［富士市の 環境 1994 ］に詳述 されて い る 。 これ らに関 して は安全な水質へ の 浄

化 ととも に正確な情報の 公開が求め られる し， それ が地域の 安全へ の 責任 であろ う 。

　好ましい 水環境の創出 として は ， 水の 自然景観とともに文化景観をそ えた 環境の 保

全 と管理が基 本で ある 。 1970年代か ら の 地域安全の 謀題は．開発優先に よるバ ラ ン ス

の 破壊された 自然環境と人間社会との 調和を防災とい う側面か ら是正 し ， 予防対策を

たて る こ とが主な目標で あ っ た 。 富士山麓の 水文環境 とい う視点か ら諸問題の 紹介と

提起を行っ たが ， 破壊 された環境の 復元に配慮 しなが ら進行 して きた対策や実績 は十

分 とは い えな い 。しか し， 物的な安全性の 追求とともに節水や親水思想の 浸透とい っ

た心 的な面か らの作用がそれ を支える基盤にな っ て きたと い える 。 建設省の提唱した

［河川環境管理基本計画］や ［河川空間管理計爾］な どは地域の 水に対する防災も含

めた指針とな っ て い る 。 富士 山 をめ ぐる水環境 は今後の 地域の 変貌 に対応 して 変化 し

て ゆくにちが い な い がその 方向が 自然 と人間の 望ましい関係 の 上にた っ て構築され る

こ とが期待される し ， その ため に過去をふ りか えるこ とも時 には必要であろ う 。
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